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■運用報告書に関しては､下記にお問い合せください。 

 

しんきんアセットマネジメント投信株式会社

＜コールセンター＞ 0120-781812

(土日、休日を除く)携帯電話・ＰＨＳからは03-5524-8181
９：00～17：00

本資料は投資信託の運用状況を開示するためのものであ

り、ファンドの勧誘を目的とするものではありません。

 

 

○当ファンドの仕組みは次のとおりです。 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式／インデックス型 
信 託 期 間 無期限 

主 要 
投 資 対 象 

「しんきん日経平均マザーファンド」（以下「マザー
ファンド」といいます。）の受益証券を主要投資対象
とします。なお、株式等に直接投資することがあり
ます。 

運 用 方 針 

① 主としてマザーファンドの受益証券への投資を
通じて、日経平均株価（日経225）の動きに連動す
る投資成果を目指して運用を行います。 

② マザーファンドの受益証券の組入比率は、原則と
して高位を保ちます。 

③ 運用対象とする有価証券の価格変動リスクを回
避するため、我が国の金融商品取引所における有
価証券先物取引、有価証券指数等先物取引および
有価証券オプション取引を行うことができます。 

④ 株式以外の資産への実質投資割合は、原則とし
て、投資信託財産の総額の50％以下とします。 

⑤ 市況動向あるいは資金動向等によっては、上記の
ような運用ができない場合があります。 

主 な 
投 資 制 限 

① 株式への実質投資割合には、制限を設けません。 
② 新株引受権証券および新株予約権証券への実質

投資割合は、取得時において投資信託財産の純資
産総額の10％以下とします。 

③ 投資信託証券（マザーファンドの受益証券および
上場投資信託証券を除きます。）への実質投資割
合は、投資信託財産の純資産総額の５％以下とし
ます。 

④ 同一銘柄の新株引受権証券および新株予約権証
券への実質投資割合は、取得時において投資信託
財産の純資産総額の５％以下とします。 

⑤ 外貨建資産への投資は行いません。 

収 益 
分 配 方 針 

年１回の決算日に、原則として以下の方針に基づき
分配を行います。 
① 分配対象額は、経費控除後の繰越分を含めた配当

等収益と売買益（評価益を含みます。）等の全額と
します。 

② 分配金額は、委託者が基準価額水準、市況動向等
を勘案して決定します。ただし、分配対象収益が
少額の場合は、分配を行わないことがあります。 

 

 

運用報告書(全体版) 

 

しんきんノーロード日経２２５ 

決算日 

（第１期：2018年９月10日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のお引立てに預かり厚く御礼

申し上げます。 

さて、ご購入いただいております「しんき

んノーロード日経２２５」は2018年９月10日

に第１期の決算を行いました。 

ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ

ます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお

願い申し上げます。 
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者からの資金をまとめてベビーファンドとし、その資金を主としてマザーファンドの受益証券に
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○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 日経平均株価（日経225） 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（ベンチマーク） 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ 円 ％ ％ ％ 百万円 

2017年10月31日 10,000 － － 22,011.67 － － － 500 

１期(2018年９月10日) 10,243 0 2.4 22,373.09 1.6 81.4 18.1 515 
 

（注１） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注２） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注３） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しています。 

（注４） 株式先物比率＝買建比率－売建比率。 

（注５）当初設定時の基準価額は当初元本（１万口当たり10,000円）として記載しています。（以下同じ。） 

（注６） 当初設定時の日経平均株価（日経225）の値は、前営業日終値を表示しています。（以下同じ。） 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 日経平均株価（日経225） 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 （ベンチマーク） 騰 落 率 

(設定日) 円 ％ 円 ％ ％ ％ 

2017年10月31日 10,000 － 22,011.67 － － － 

11月末 10,321 3.2 22,724.96 3.2 90.1 9.2 

12月末 10,350 3.5 22,764.94 3.4 86.9 12.9 

2018年１月末 10,496 5.0 23,098.29 4.9 84.1 15.6 

２月末 10,030 0.3 22,068.24 0.3 89.6 10.0 

３月末 9,823 △1.8 21,454.30 △2.5 83.7 16.0 

４月末 10,285 2.9 22,467.87 2.1 79.7 19.8 

５月末 10,155 1.6 22,201.82 0.9 77.9 21.7 

６月末 10,215 2.2 22,304.51 1.3 86.5 13.3 

７月末 10,323 3.2 22,553.72 2.5 83.2 16.7 

８月末 10,470 4.7 22,865.15 3.9 82.9 17.1 

(期  末)       

2018年９月10日 10,243 2.4 22,373.09 1.6 81.4 18.1 
 

（注１） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は設定日比です。 

（注２） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注３） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しています。 

（注４） 株式先物比率＝買建比率－売建比率。 
 
※｢日経平均株価（日経平均)」は、株式会社日本経済新聞社によって独自に開発された手法によって、算出される著作物であり、株式会社日

本経済新聞社は、日経平均自体および日経平均を算定する手法に対して、著作権その他一切の知的財産権を有しています｡「日経」および

｢日経平均」を示す標章に関する商標権その他の知的財産権は、全て株式会社日本経済新聞社に帰属しています｡「しんきんノーロード日

経２２５」は、委託会社の責任のもとで運用されるものであり、株式会社日本経済新聞社は、その運用および受益権の取引等に関して一切

の責任を負いません。株式会社日本経済新聞社は、日経平均を継続的に公表する義務を負うものではなく、公表の誤謬、遅延または中断に

関して、責任を負いません。株式会社日本経済新聞社は、日経平均の構成銘柄、計算方法、その他日経平均の内容を変える権利および公表

を停止する権利を有しています。 
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○第１期の運用経過等（2017年10月31日～2018年９月10日） 
＜当期中の基準価額等の推移＞ 
 

  
（注１） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注２） 日経平均株価（日経225）は、設定時の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

（注３） ベンチマークは、日経平均株価（日経225）です。 

 

＜基準価額の主な変動要因＞ 
当ファンドは、親投資信託である「しんきん日経平均マザーファンド」の受益証券への投資を通じて、日経

平均株価（日経225）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行っています。 

当期は、日経平均株価が上昇したことを受けて、基準価額は上昇しました。当期の基準価額の主な変動要因

は、以下のとおりです。 

 

＜上昇要因＞ 

・米国を中心とした世界的な景気拡大基調が継続したこと。 

・企業業績が良好であったこと。 

・米朝首脳会談により地政学リスクが後退したこと。 

 

＜下落要因＞ 

・主要国の中央銀行による金融政策姿勢の緩和後退や引き締め加速への懸念が広まったこと。 

・米国政権による関税措置に伴い、米中間で貿易摩擦が激化したこと。 

・トルコリラの大幅下落をきっかけに、新興国からの資本流出懸念や世界経済の先行き不透明感が台頭した

こと。 
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＜投資環境＞ 
（2017年11月～12月） 

当期の日経平均株価は、11月から12月にかけては、米国の税制改革法案の進展と議会通過を好感し、22,000

円台後半まで堅調に推移しました。 

（2018年１月～３月） 

１月に入ると、世界的な景気拡大を背景に米国株式市場が大幅高となったことを受け、日経平均株価は一時

24,000円台まで上昇しました。しかし、その後は、米国景気の過熱が意識され、内外の金利や為替が不安定に

なったことから日経平均株価は急落し、２月には22,000円を割り込みました。さらに３月には、米国による輸

入関税方針の表明から貿易摩擦への懸念が高まり、下旬にかけて21,000円を割り込む局面も見られました。 

（2018年４月～６月） 

４月の日経平均株価は反発に転じました。中国による金融市場の開放や輸入拡大方針が発表されたこと、米

中の貿易摩擦への警戒感が後退したことなどで、株式相場は落ち着きを取り戻しました。そして、為替の円安

の進行や好調な企業業績の見通しなどを背景に、５月中旬以降に一時23,000円台を回復しました。しかし、そ

の後は、米国の自動車関税引き上げ検討などの悪材料と、６月に開催された米朝首脳会談による地政学リスク

の後退などの好材料が交錯し、日経平均株価は22,000円台で推移する動きとなりました。 

（2018年７月～９月） 

７月上旬は、米中貿易摩擦への警戒感が広がり、日経平均株価は21,000円台まで下落する局面も見られまし

たが、企業業績が堅調だったことなどが支えとなり、中旬以降は22,000円台でもみあう動きとなりました。８

月には、トルコリラの急落が他の新興国からの資金流出や世界経済の先行きの不安材料として警戒され、日経

平均株価は一時的に22,000円を割り込みましたが、下値は底堅い反面、上値も限定的という動きとなりまし

た。９月の日経平均株価は、米国と他国間との貿易摩擦に関する報道に対して一喜一憂するような動きが続

き、期末は22,373.09円（2018年９月10日現在）となりました。 

 

＜当ファンドのポートフォリオ＞ 
親投資信託である「しんきん日経平均マザーファンド」の受益証券への投資を通じ、日経平均株価に連動す

る投資成果を目指して運用を行いました。 

 

●しんきん日経平均マザーファンド 

現物株式は、日経平均株価採用銘柄の中から財務内容や信用リスクを考慮して、一部の銘柄を除く場合があ

ります。 

当期末現在、財務内容や信用リスクに著しい問題が生じている企業はないと判断し、225銘柄全てに投資を

行っています。 

 

＜当ファンドのベンチマークとの差異＞ 
当期の基準価額の騰落率は＋2.4％となり、ベンチマークである日経平均株価（日経225）の騰落率＋1.6％

を0.8％上回ることとなりました。 

ベンチマークとの差異における主な要因としては、保有している組入銘柄の配当金計上などのプラス要因

が、信託報酬や株式売買手数料などのマイナス要因を上回ったことが挙げられます。 
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＜分配金＞ 
当期の収益分配金については、基準価額水準等を勘案して見送りとしました。 

なお、収益分配に充てなかった部分については、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づき運用を行い

ます。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第１期 

2017年10月31日～ 
2018年９月10日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 243  
 

（注１） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注２） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

＜今後の運用方針＞ 
引き続き、親投資信託である「しんきん日経平均マザーファンド」の受益証券への投資を通じ、日経平均株

価に連動する投資成果を目標として運用を行います。 

 

●しんきん日経平均マザーファンド 

運用の基本方針に従い、日経平均株価採用銘柄のうち、200銘柄以上に投資を行うとともに、日経平均先物

等も利用しながら株式組入比率を高位に保ち、日経平均株価に連動する投資成果を目標として運用を行います。 
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○１万口当たりの費用明細 (2017年10月31日～2018年９月10日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 37  0.363  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (17)  (0.168)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (17)  (0.168)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 3)  (0.028)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.007   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.000)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 1)  (0.007)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.002   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.002)  信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 38   0.372    

期中の平均基準価額は、10,224円です。  

 
（注１） 期中の費用（消費税等の掛かるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した

結果です。 

（注２） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入しています。 

（注３） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

（注４） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数点以下第３位未満は四捨五入しています。 

 

○売買及び取引の状況 (2017年10月31日～2018年９月10日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
しんきん日経平均マザーファンド 398,391 502,000 235 300 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 
  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○株式売買比率 (2017年10月31日～2018年９月10日) 

 

項 目 
当 期 

しんきん日経平均マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 2,358,615千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 3,291,611千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.71   
 

（注１） 単位未満は切り捨て。 

（注２） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2017年10月31日～2018年９月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○第二種金融商品取引業を兼業している委託会社の自己取引状況 (2017年10月31日～2018年９月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2017年10月31日～2018年９月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2018年９月10日現在) 

 

銘 柄 
当 期 末 

口 数 評 価 額 

 千口 千円 

しんきん日経平均マザーファンド 398,156 515,731 
 

（注） 口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 

 

  

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2018年９月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

しんきん日経平均マザーファンド 515,731 99.8 

コール・ローン等、その他 988 0.2 

投資信託財産総額 516,719 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2018年９月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 516,719,102   

 コール・ローン等 987,143   

 しんきん日経平均マザーファンド(評価額) 515,731,959   

(B) 負債 793,171   

 未払信託報酬 793,158   

 未払利息 2   

 その他未払費用 11   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 515,925,931   

 元本 503,682,186   

 次期繰越損益金 12,243,745   

(D) 受益権総口数 503,682,186口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,243円 
 

（注１） 当ファンドの設定時元本額は500,000,000円、期中追加設定

元本額は3,682,186円、期中一部解約元本額は0円です。 

（注２） １口当たり純資産額は1.0243円です。 
 

○損益の状況 (2017年10月31日～2018年９月10日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       377   

 支払利息 △       377   

(B) 有価証券売買損益 14,031,959   

 売買益 14,068,182   

 売買損 △    36,223   

(C) 信託報酬等 △ 1,861,936   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 12,169,646   

(E) 追加信託差損益金 74,099   

 (売買損益相当額) (      74,099)  

(F) 計(Ｄ＋Ｅ) 12,243,745   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 12,243,745   

 追加信託差損益金 74,099   

 (配当等相当額) (       2,804)  

 (売買損益相当額) (      71,295)  

 分配準備積立金 12,169,646   
 

（注１） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに

よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費

税等相当額を含めて表示しています。 

（注３） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差

額分をいいます。 

（注４） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（4,015,437

円）、費用控除後の有価証券等損益額（8,154,209円）、および

信託約款に規定する収益調整金（74,099円）より分配対象収

益は12,243,745円（10,000口当たり243円）ですが、当期に分

配した金額はありません。 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
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